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各　位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旭化成ケミカルズ株式会社

合成ゴム製造技術ライセンス契約締結について

旭化成ケミカルズ株式会社（本社 東京、社長 藤原 健嗣、以下「旭化成ケミカルズ」）は、中国の代表的石油・石化メーカーである中国石油化工股份有限公司（以下「SINOPEC」）との間で、合成ゴム製造技術のライセンスに合意、この度ライセンス契約を締結致しましたので、お知らせ致します。

１．旭化成ケミカルズは、1964年に、米国ファイアストンポリマーズ社（旧ファイアストン・タイヤ・アンド・ラバー社）からの技術ライセンスにより、日本で初めて溶液重合法による合成ゴムの製造、販売を開始致しました。その後、40年以上に亘り技術開発を積み重ね、家電・ＯＡの本体に使用されるポリスチレンの耐衝撃性改良用および高性能タイヤの製造用に最適な合成ゴムとして、その技術は、国内外の市場で世界のトップレベルにあるとの高い評価を得ています。

２．一方、SINOPECは、中国国内で急成長を続けている家電・自動車産業に不可欠なポリスチレン改質用合成ゴムおよびタイヤ用合成ゴムの需要に対応すべく、上海化学工業区内に年産10万ｔの溶液重合法合成ゴムの新プラント建設を計画しておりました。同社はこの領域で高い評価を受けている旭化成ケミカルズの製造技術に注目、同社より技術導入の申し入れがあり、この度ライセンス条件について両社間で合意に達したため契約を締結致しました。SINOPECの新プラントは、2006年完成を目標に建設が進められる予定です。

３．今回のライセンス契約の締結を契機に、旭化成ケミカルズとSINOPECは、今後も友好な協力関係を更に深めていきたいと考えております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

＜本件に関するお問い合わせ先＞

旭化成株式会社　広報室　　　　　　　　　　　　TEL 03-3507-2060

旭化成ケミカルズ株式会社　合成ゴム事業部　　　TEL 03-3507-2988

＜ご参考＞

1． 中国石油化工股份有限公司（SINOPEC）の概要

	本　社
	：
	中国北京市朝陽区恵新東街甲６号

	株主資本（03年末）
	：
	1,680億元（2.2兆円、13円／元で換算、以下同じ）

	売上高（03年）
	：
	4,430億元（5.8兆円）


2． 旭化成ケミカルズ株式会社の概要

	本　社
	：
	東京都千代田区有楽町1丁目1番2号

	資本金
	：
	30億円（04年4月1日現在）

	売上高
	：
	4,537億円（04年3月期決算）


注）旭化成ケミカルズの売上高は、旭化成（株）のケミカルセグメントの実績

３．旭化成ケミカルズの溶液重合法合成ゴム製造技術の特長

（1） リチウム触媒を使用し、溶液中にモノマーを溶解した状態で重合を行うプロセスです。旭化成ケミカルズはこのプロセスによりＢＲ（ブタジエンゴム）およびＳＢＲ（スチレン・ブタジエンゴム）を製造しています。

（2） 溶液重合法で作られるポリスチレン改質向けのＢＲは、ポリマー構造上、側鎖に二重結合を有するローシスタイプで、ポリスチレン重合制御のし易さと高い品質により多くのポリスチレンメーカーの支持を受け、旭化成ケミカルズはこの分野においてアジアナンバーワンのシェアを有しています。

（３）また、ＳＢＲの製造において汎用型のプロセスであるエマルジョン重合法ではスチレン・ブタジエン比率と分子量でしかゴムの物性をコントロールできないのに対し、溶液重合法ではポリマーのミクロ構造を自由に設計できるため、市場の様々なニーズに対応して最適な物性を持つゴムを得ることが可能です。旭化成ケミカルズはこの特長を生かしてユニークなＳＢＲグレードをラインナップしております。

